
『

會
津
八
一
全
集』

未
収
の
俳
句

―
―
明
治
四
十
一
年
の

『

新
潟
新
聞』

掲
載
句
―
―

中

西

亮

太

ま
え
が
き

會
津
八
一
の
文
学
作
品
と
し
て
は
主
に
短
歌
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
短
歌
を
本
格
的
に
作
り
始
め
る
前
の
八
一
は
、
専
ら
俳
句
を
作
っ

て
い
た
。
宮
川
寅
雄『

会
津
八
一』

(

紀
伊
国
屋
書
店
、
昭
四
四
・
一
一)

は
、
八
一
の
俳
句
関
係
の
活
動
が
〈
か
れ
の
青
年
時
代
の
文
学
的

教
養
の
土
台
〉
に
な
り
、〈
の
ち
の
ポ
エ
ジ
ー
の
基
礎
的
鍛
練
に
な
っ
た
〉
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
異
論
を
唱
え
る
も
の
は
い
な
い

で
あ
ろ
う
。
八
一
の
文
学
活
動
の
総
体
を
考
え
る
と
き
に
、
八
一
の
俳
句
は
、
や
は
り
見
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
、
八
一
が
明
治
四
十
一
年
に『

新
潟
新
聞』
に
寄
せ
た
俳
句
六
十
四
句
の
う
ち
、
坂
口
守
二『

會
津
八
一
と
越

後
の
文
人』

(

新
津
郷
土
誌
料
研
究
会
、
昭
五
六
・
一
二)

に
よ
っ
て
す
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
二
十
四
句
を
除
い
た
、
四
十
句
で
あ
る
。
今

回
、
明
治
四
十
一
年
の『

新
潟
新
聞』

の
全
紙
面
を
調
査
し
、
そ
の
四
十
句
を
見
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
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そ
の
四
十
句
の
う
ち
三
十
三
句
は
、
十
二
巻
本『

會
津
八
一
全
集』

(

中
央
公
論
社
、
昭
五
七
・
三
〜
五
九
・
五
。
以
下
、
全
集
と
記
す)

に

収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
全
集
刊
行
以
後
も
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
本
稿
の
第
一
の
目
的
は
、
こ
の
三
十
三
句
を
紹
介
す
る
こ
と

で
あ
る
。
残
り
の
七
句
は
、
全
集
に
す
で
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
そ
の
う
ち
の
四
句
は
全
集
で
は
年
代
不
明
と
さ
れ
て
い
た
。
本

稿
の
第
二
の
目
的
は
、
そ
の
四
句
を
紹
介
し
、
以
て
そ
の
制
作
年
代
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
全
集
の
俳
句
・
明
治
四
十
一
年
の

部
は
、
全
三
十
四
句
で
あ
る
。
そ
こ
に
本
稿
が
紹
介
す
る
こ
れ
ら
の
句
を
追
加
す
れ
ば
、
八
一
の
明
治
四
十
一
年
作
の
句
数
は
倍
増
す
る

こ
と
に
な
る
。

な
お
、
最
後
に
残
る
三
句
の
う
ち
、
二
句
は
全
集
の
俳
句
・
明
治
四
十
一
年
の
部
に
、
す
で
に
入
っ
て
い
る
。(

同
年
の
書
簡
に
見
え
る
句
、

並
び
に
出
所
不
明
の
句)

。
ま
た
、
一
句
は
、
全
集
の
俳
句
・
明
治
四
十
一
年
の
部
か
ら
落
ち
て
い
る
も
の
の
、
同
年
の
句
と
し
て
す
で
に
知

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
句
を
記
す
明
治
四
十
一
年
の
書
簡
が
、
全
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
三
句
は
新
出
句

で
な
く
、
年
代
不
明
と
さ
れ
て
い
た
句
で
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
新
聞
に
同
時
に
掲
載
さ
れ
た
句
と
の
関
連
性
を
重
視
し
、
こ

れ
ら
三
句
を
新
聞
掲
載
時
の
通
り
に
他
の
句
と
並
べ
て
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。

さ
て
、
今
回
の
四
十
句
が
明
治
四
十
一
年
の『
新
潟
新
聞』

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
、
研
究
者
の
知
る
と
こ
ろ
と
な

ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
や
や
不
思
議
な
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
八
一
は
前
年
、
明
治
四
十
年
の
五
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
、
同
じ

『

新
潟
新
聞』

の
俳
句
欄
の
選
を
担
当
し
て
い
た
。
八
一
が
そ
の
時
期
、
及
び
そ
れ
以
後
し
ば
ら
く
、
同
紙
に
多
く
の
句
を
寄
せ
た
で
あ
ろ

う
こ
と
は
予
想
が
付
く
の
で
あ
る
。
四
十
年
の
同
紙
掲
載
句
に
つ
い
て
は
、
早
く
和
泉
久
子『

新
資
料
付
注

會
津
八
一
書
簡
集』

(

笠
間

書
院
、
昭
四
三
・
二)

が
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
四
十
一
年
の
同
紙
掲
載
句
に
つ
い
て
も
、
冒
頭
で
触
れ
た
通
り
、
坂
口
が
す
で
に
二
十

四
句
を
紹
介
し
て
い
る
。
し
か
し
、
今
回
の
四
十
句
は
な
ぜ
か
、
未
報
告
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
八
一
の
未
知
の
著
作
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を
探
索
す
る
余
地
が
ま
だ
少
な
く
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
う
。

本
稿
で
紹
介
す
る
資
料
の
意
義
を
、
少
し
考
え
て
お
こ
う
。
八
一
の
俳
句
が
八
一
の
文
学
活
動
の
総
体
を
考
え
る
と
き
に
見
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
初
め
に
述
べ
た
。
加
え
て
、
私
は
、
今
回
の
四
十
句
は
、
八
一
の
短
歌
を
考
え
る
上
で
、
こ
と
に
重
要

な
関
連
資
料
に
な
り
得
る
と
思
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
明
治
四
十
一
年
と
は
、
八
一
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
年
で
あ
っ
た
か
。
こ
と
さ

ら
に
言
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
年
は
八
一
の
生
涯
に
お
い
て
、
特
に
記
念
す
べ
き
年
で
あ
る
。
同
年
八
月
に
、
初
め
て
奈
良

を
旅
行
し
た
か
ら
で
あ
る
。
後
年
、
八
一
は
東
洋
美
術
の
研
究
を
志
す
が
、
そ
の
第
一
の
き
っ
か
け
は
、
明
治
四
十
一
年
の
奈
良
体
験
に

あ
っ
た
と
見
て
よ
い
。
そ
し
て
、
八
一
の
歌
の
読
者
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
こ
の
奈
良
旅
行
で
、
八
一
が
二
十
首
の
歌
を
作
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
歌
が
、
八
一
の
奈
良
の
歌
の
始
め
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
拙
稿｢

會
津
八
一『

南
京
新
唱』

へ
の

道
―
―
俳
句
か
ら
短
歌
へ
―
―｣
(｢
早
稲
田
大
学
會
津
八
一
記
念
博
物
館
紀
要』

六
、
平
一
七
・
三)

で
、
一
つ
の
問
を
立
て
た
。
専
ら
俳
句
を

作
っ
て
い
た
八
一
が
、
初
め
て
の
奈
良
で
は
、
な
ぜ
俳
句
で
な
く
、
短
歌
を
作
っ
た
の
か
。
何
か
短
歌
形
式
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
理
由
が

あ
っ
た
は
ず
で
は
な
い
か
。
拙
稿
で
は
そ
の
問
に
対
す
る
私
見
を
示
し
た
が
、
こ
こ
で
そ
れ
を
繰
り
返
す
こ
と
は
し
な
い
。
と
も
か
く
、

従
来
は
、
同
年
八
月
の
句
と
し
て
は
、
内
容
か
ら
奈
良
旅
行
の
後
の
作
と
推
測
さ
れ
る
〈
帖
に
あ
ま
る
奈
良
絵
葉
書
や
け
さ
の
あ
き
〉
が

知
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
前
掲
の
拙
稿
を
ま
と
め
た
後
で
、
私
は
同
月
の『

新
潟
新
聞』

か
ら
今
回
の
四
十
句
中
の
十

三
句
を
見
出
し
た
。
内
容
か
ら
、
奈
良
旅
行
中
の
作
で
な
く
、
旅
行
直
前
と
直
後
の
作
と
推
測
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
発
見
は
、
八

一
が
初
め
て
の
奈
良
旅
行
の
前
後
の
時
期
に
日
常
的
に
句
作
を
し
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
奈
良
旅
行
の
句
は
残
さ
な
か
っ
た

こ
と
を
よ
り
確
定
的
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、〈
初
め
て
の
奈
良
旅
行
で
、
八
一
は
な
ぜ
俳
句
で
な
く
短
歌
を
―
―
〉
と
い
う
問
を
立
て
る

こ
と
の
妥
当
性
は
、
い
よ
い
よ
確
か
な
も
の
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
今
回
紹
介
す
る
明
治
四
十
一
年
の
句
は
、
八
一
の
短
歌
を
考
え
る
上
で
も
、
こ
と
に
重
要
な
関
連
資
料
に
な
り
得
る
の

で
あ
る
。

凡
例

一
、
本
稿
に
お
い
て
紹
介
す
る
の
は
、
明
治
四
十
一
年
の『

新
潟
新
聞』

に
掲
載
さ
れ
た
會
津
八
一
の
句
、
並
び
に
そ
の
題
詞
で
あ
る
。

但
し
、
坂
口
守
二『
會
津
八
一
と
越
後
の
文
人』

が
す
で
に
紹
介
し
て
い
る
二
十
四
句
と
そ
の
題
詞
は
略
し
た
。

一
、
山
型
括
弧
の
内
に
掲
載
日
を
記
し
、
次
い
で
題
詞
と
句
を
掲
げ
た
。

一
、
各
句
の
上
に
、
通
し
番
号
を
振
っ
た
。

一
、
十
二
巻
本『

會
津
八
一
全
集』
未
収
句
は
、
句
の
番
号
の
上
に
〈
†
〉
の
印
を
付
け
た
。

一
、
句
・
題
詞
を
掲
げ
る
に
際
し
、
仮
名
遣
い
は
原
本
の
ま
ま
と
し
、
旧
漢
字
は
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。
濁
点
の
有
無
は
原
本
に
従
っ

た
。

一
、
最
後
に
註
を
付
け
た
。

本
文

〈
五
月
十
日
〉
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五
智

(

１)

よ
り
某
へ
便
の
端
に

†

一

ち
り
ぬ
る
は
散
り
つ
・
花
の
盛
哉

†

二

御
仏
に
人
を
あ
つ
む
る
桜
か
な

〈
五
月
三
十
日
〉春

咏
夏
吟

其
一

某
の
老
師
の
印
を
刻
し
て
贈
ら
る
・
を
謝
す

†

三

石
を
切
る
刀
紫
に
春
の
暮

木
村
竹
香

(

２)
羅
漢
印
譜
な
り
て
句
を
需
め
け
れ
ば

四

花
ち
り
て
日
暮
れ
か
ほ
な
る
羅
漢
哉

(

３)

†

五

花
を
吐
く
ら
か
ん
も
あ
ら
ん
夕
月
夜

画
賛

二
句

†

六

や
み
を
縫
ふ
声
一
針
や
ほ
と
・
ぎ
す

†

七

山
里
や
人
す
こ
や
か
に
夏
の
草

〈
六
月
一
日
〉

春
咏
夏
吟

其
二
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修
学
旅
行

(

４)

の
か
へ
る
さ
五
智
に
た
ち
よ
り
て

†

八

つ
か
れ
た
る
身
を
ぬ
か
つ
く
や
春
の
寺

九

葉
桜
の
仏
に
ち
か
き
や
と
り
か
な

(

５)
一
〇

大
仏
や
五
体
な
ら
ん
で
春
の
風

(

６)

先
の
日
書
生
某
世
を
果
敢
な
み
て
自
ら
死
に
し
あ
り

†
一
一

春
の
山
路
ゆ
き
尽
し
て
は
か
へ
り
み
よ

郊
外
所
見

一
二

塀
を
ぬ
く
た
け
の
こ
二
本
ほ
と
・
ぎ
す

(

７)

〈
六
月
八
日
〉

五
智
行

新
井
途
上

†
一
三

石
を
掃
く
石
屋
の
庭
の
若
葉
か
な

五
智
に
て

†
一
四

山
吹
の
か
き
根
く
・
り
て
春
ぞ
行
く

羅
漢
吟

追
加

†
一
五

花
や
松
ら
か
ん
昼
寝
の
い
び
き
哉
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一
六

泥
乾
く
羅
か
ん
の
す
ね
の
落
花
哉

(

８)

一
七

ら
か
ん
寺
や
さ
く
ら
の
上
の
月
一
つ

(

９)

〈
六
月
九
日
〉

窓
前
四
句

†
一
八

桐
の
葉
の
風
に
も
ま
る
・
五
月
哉

†
一
九

み
な
つ
き
の
雪
と
が
り
け
り
燧
山

†
二
〇

つ
く�
と
物
の
悲
し
き
青
葉
哉

†
二
一

立
ち
並
ぶ
柿
の
若
葉
の
夕
日
か
な

〈
六
月
十
七
日
〉人

の
村
居
の
近
況
を
と
ふ
に
示
す

五
句

†
二
二

畠
う
ち
に
我
が
名
知
ら
れ
て
夏
帽
子

†
二
三

今
年
ま
た
蓴
く
れ
た
る
媼
か
な

†
二
四

麦
笛
や
一
里
に
あ
ま
る
麦
の
中

†
二
五

お
も
ふ
こ
と
扇
に
書
き
て
昼
寝
か
な

†
二
六

先
生
の
ち
ま
き
喰
は
る
・
ま
な
こ
哉
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探
題
水

†
二
七

楼
を
め
ぐ
る
木
の
間
の
水
や
明
け
易
き

〈
八
月
五
日
〉

折
々
の
句

†
二
八

書
読
ま
ぬ
窓
に
飛
び
か
ふ
蛍
か
な

†
二
九

朝
の
蚊
の
仏
の
花
に
か
く
れ
け
り

†
三
〇

五
月
雨
や
野
茨
こ
ほ
れ
て
十
余
日

†
三
一

鮒
鮓
や
琴
を
抱
い
て
君
来
た
る

†
三
二

(

詞
書
略
す)

ア
ラ
涼
し
の
三
千
大
千
世
界
哉

〈
八
月
九
日
〉

楓
軒
よ
り
麦
の
粉
あ
ま
た
貰
ひ
て

†
三
三

蜂
と
ふ
や
麦
の
粉
く
ら
ふ
鼻
の
先

†
三
四

麦
の
粉
の
む
せ
ぶ
に
あ
ま
る
昔
か
な

†
三
五

淋
し
さ
に
麦
粉
と
り
出
し
喰
ひ
け
り

†
三
六

山
里
の
か
た
き
砂
糖
や
麦
の
粉

���
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(
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(
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(

13)



†
三
七

麦
の
粉
を
来
る
人
ご
と
に
す
・
め
け
り

†
三
八

山
鳩
の
い
つ
し
か
遠
し
麦
の
粉

〈
八
月
二
十
三
日
〉

†
三
九

朝
顔
の
中
の
裸
の
主
人
か
な

朝
顔
の
絵
に
賛
を
の
ぞ
ま
れ
て

四
〇

葉
か
く
れ
て
一
つ
朝
寝
の
蕾
か
な

註

(

１)

〈
五
智
〉
は
現
在
の
新
潟
県
上
越
市
の
地
名
。
同
年
四
月
三
日
付
桜
井
政
隆
宛
書
簡
に
〈
明
日
或
は
五
智
に
赴
き
て
〉
云
々
と
あ
り
、
同
月
二
十

二
日
付
式
場
益
平
宛
書
簡
に
は
〈
五
智
如
来
に
詣
で
ゝ
〉
と
い
う
詞
書
と
、〈
大
仏
や
五
体
な
ら
ん
で
春
の
風
〉
の
句
が
記
さ
れ
て
い
る
。

(

２)

木
村
竹
香
は
、
新
潟
市
古
町(

八
一
の
生
家
の
あ
っ
た
町)

に
店
を
開
い
て
い
た
篆
刻
家
。
安
藤
更
生『

書
豪
會
津
八
一』

(

二
玄
社
、
昭
四
〇
・

一
〇)

が
竹
香
と
八
一
の
交
流
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
竹
香
は
八
一
の
書
を
初
め
て
高
く
評
価
し
た
人
物
で
あ
る
と
い
う
。

(

３)

四
番
句
は
、
全
集
の
俳
句
・
明
治
四
十
一
年
の
部
に
、〈
木
村
竹
香
子
に
羅
漢
の
句
を
問
は
れ
て
〉
と
い
う
詞
書
と
と
も
に
載
る
が
、
そ
の
出
所

は
不
明
。

(

４)

〈
修
学
旅
行
〉
は
、
八
一
の
当
時
の
勤
務
先
・
有
恒
学
舎
の
旅
行
で
、
同
年
五
月
六
日
か
ら
西
頸
城
郡
の
海
岸
に
二
泊
し
た
も
の
で
あ
る

(

同
年

五
月
五
日
付
桜
井
政
隆
宛
書
簡
参
照)

。

(

５)

九
番
句
は
、
全
集
の
俳
句
・
年
代
不
明
の
部
に
、〈
五
智
に
て
〉
と
い
う
題
詞
と
と
も
に
載
る
が
、
そ
の
出
所
は
不
明
。

(

６)

一
〇
番
句
は
、
註

(

１)

で
触
れ
た
四
月
二
十
二
日
付
式
場
益
平
宛
書
簡
に
す
で
に
見
え
る
の
で
、
実
際
は
四
月
の
五
智
行
の
作
で
あ
ろ
う
。
な

お
、
大
正
二
年
の
随
筆

｢

落
日
庵
抄｣

に
は
、
一
〇
番
句
の
改
作
〈
大
仏
や
五
体
な
ら
ん
で
秋
の
風
〉
が
、〈
旧
作
に
曰
く
〉
と
い
う
詞
書
と
と
も

���
(

14)



に
出
て
く
る
。
全
集
の
俳
句
の
巻
は
、
一
〇
番
句
を
載
せ
ず
、
こ
の
改
作
を
大
正
二
年
の
部
に
載
せ
て
い
る
。

(

７)

一
二
番
句
は
、
全
集
の
俳
句
・
年
代
不
明
の
部
に
句
だ
け
が
載
る
が
、
そ
の
出
所
は
不
明
。

(
８)

一
六
番
句
は
、
四
月
二
十
二
日
付
桜
井
政
隆
宛
書
簡
に
見
え
る
。

(
９)
一
七
番
句
は
、
全
集
の
俳
句
・
年
代
不
明
の
部
に
句
だ
け
が
載
る
が
、
そ
の
出
所
は
不
明
。

(

10)
二
八
番
句
は
、
同
年
六
月
二
十
三
日
付
桜
井
政
隆
宛
書
簡
の
歌
〈
い
く
ま
き
の
ふ
み
や
よ
め
る
と
こ
と
し
ま
た
蛍
と
ふ
な
り
わ
が
ま
ど
の
も
と
〉

と
、
内
容
・
言
い
回
し
が
類
似
す
る
。

(

11)

三
二
番
句
の
、(

詞
書
略
す)

、
は
原
本
の
ま
ま
。
掲
載
紙
の
編
集
担
当
者
が
挿
入
し
た
註
記
と
思
わ
れ
る
。
元
原
稿
に
あ
っ
た
詞
書
を
、
字
数
の

都
合
で
略
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

(

12)

楓
軒
は
、
八
一
の
有
恒
学
舎
時
代
の
同
僚
田
中
忠
太
の
俳
号

(

吉
池
進

『

會
津
八
一
伝』

昭
三
八
・
八)

。

(

13)

全
集
の
俳
句
・
年
代
不
明
の
部
に
、
三
五
番
句
の
類
句
〈
麦
粉
な
ど
ひ
と
り
と
り
出
し
く
ら
ひ
け
り
〉
が
載
る
。

(

14)

四
〇
番
句
は
、
全
集
の
俳
句
・
年
代
不
明
の
部
に
載
る
。
但
し
、
上
五
〈
葉
が
く
れ
に
〉。
そ
の
出
所
は
不
明
。

(

な
か
に
し
・
り
ょ
う
た
／
本
学
大
学
院
博
士
課
程)

���


